令和5年3月1日
令和5年度監査基準チェックリスト（査察を含む）の主な改正点
１. 電子化への対応
①タブレットを利用した監査方法を採用する地区会議があることから、「監査の実施
及びチェックリスト記入上の留意点」の7．及び13．を、紙媒体と電子媒体の両方に対応できるように修正した。
　②A0603(産業廃棄物処理)にて、電子マニフェストの場合の確認方法を実態に合わせて
修正した。また、環境省通達にて、マニフェストの「受領印」が「受領欄」に改正
されたため、これにあわせて文章を修正した。
２．外注管理に係る監査項目のJIS Q 1011への整合化
　　B6101(材料試験の外注)、B6103(検査設備管理の外注)、B6107(製品試験の外注)、
　　B6108(容積試験の外注)の外注先選定基準を、JIS Q 1011の基準に整合させた。
　　また、B6103(検査設備管理の外注)にて、塩化物含有量測定器具または装置に関する
外注先に関わる注）を、JIS Q 1011に整合させた。さらに、「監査の実施及びチェ
ックリスト記入上の留意点」の15．をJIS Q 1011の基準に整合させた。

３.表記の適正化

① A0203(社内規格の見直し)の「配布」という用語を、より適切な「配付」とした。
② A0302（QMR）にて、「選定」と「選任」が混在していたため、「選任」に統一した。
③ 結果が「評価対象外」となる項目に、「評価対象外」の選択肢が記載されていなかった下記の監査基準に対して、「評価対象外」の選択肢を設けた。
　・A0501(是正処置)　　　　　　　　　　　・A0502(予防処置)
　・A0504(苦情処理)　　　　　　　　　　　・A0601(環境保全)
　・A0603(産業廃棄物処理)　　　　　　　　・A0605(排水管理)
　・B1302(容積の検査) 　　　　　　　　　 ・B2501(基礎資料)
　・B3211(回収骨材)　　　　　　　　　　　・B3301(水の要求品質等)
　・B3403(JISに規定されていない混和材料の受入検査)
　・B3404(付着モルタル及びスラッジ水に用いる安定剤の受入検査)
　・B4201(骨材の粗粒率・実積率)　　　　　・B4207(スラッジ固形分率管理)
・B4209(回収骨材の使用方法および置換率)　・B4403(スランプ・容積の目視)

　・B4404(スランプ又はスランプフロー検査)　・B4601(付着モルタル再利用)
　・B4412(高強度コンクリートの単位水量)　　・B5101(セメント貯蔵設備)
　・B5124(スラッジ水の濃度測定器具又は装置)
４.査察の調査項目の追加
　　「合格証を交付された工場に対する査察要領」に、製造量と出荷量の差を調査する
項目を追加した。
５. 令和6年度監査基準チェックリスト改正の予告
A0102(マネジメントレビュー)のチェックポイント(2)について、令和4年度までは，「1年に2回程度」と規定していた。しかし、コンプライアンス違反によるJIS認証取り消し事例が続けて発生したことにより，経営者が直接関与するマネジメントレビューの重要性が高まったと考えられ、「1年に2回以上」と変更することにした。ただし、工場での対応を考慮し、令和6年度の全国統一品質管理監査にて改正することとした。
以上
　　　③








